


平成27年度／連結決算の概況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

27年度予算

売上高売上高

経常利益経常利益経常利益

自動車関連事業自動車関連事業

営業利益営業利益

売上高

親会社株主に帰属する当期純利益親会社株主に帰属する当期純利益親会社株主に帰属する当期純利益

単位：百万円（要約）●全社の業績
27年度実績 予算達成率（％）

対前年増減

自動車関連事業自動車関連事業自動車関連事業

国内販売う
ち

●事業の種類別セグメント／販売実績

海外販売

26年度（構成比％）

対前年比（％）

27年度（構成比％） 対前年比（％）

対前年増減

販売費及び一般管理費

荒利益

営業利益

26年度実績

連結対象会社

イ.連結子会社　2社

ロ.持分法適用関連会社　2社

セントラル自動車工業（株）
CAPCO PTE LTD.（シンガポール）

石川トヨペット（株）
エイスインターナショナルトレード（株）

●連結子会社及び持分法適用関連会社
資本金 持株比率

50百万円 76.3％
7百万円（10万Sドル） 100.0％

195百万円
30百万円

34.2％
34.0％

※（　）内は売上比率
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国内部門では、新たに高崎市と盛岡市に営業拠点を開設し、地域密着型営業を推進しながら、シェア拡大と新規開拓に努めました。
海外部門では、新チャネルの開拓やＰＢ商品の拡販に取り組み、また広州に現地法人を設立し、オリジナル商品の展開に努めました。
これらにより、当社グループの業績は増収増益となり、過去最高であった平成25年度の経常利益を更に上回る事ができました。
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連結純利益

経常利益

特別利益

税金等調整前当期純利益

当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

総　資　産
純　資　産
自己資本比率（％）
1株当たり純資産（円）

27年度

22,867
18,537
81.1

1,029.25

26年度

20,945
17,374
83.0
962.75

前年比増減

1,922
1,163
△1.9
66.50

■連結貸借対照表

1株当たり当期純利益

法人税・住民税

特別損失

単位：百万円（切捨て）

27年度 伸び率（％）売上比（％） 前年比増減
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総資産経常利益率（ROA）
（12.6％）

自己資本当期純利益率（ROE）
（10.4％）

26年度 売上比（％）

総資産経常利益率（ROA）
（11.6％）

自己資本当期純利益率（ROE）
（9.3％）
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連結株主資本等変動計算書（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

単位：百万円（切捨て）

株主資本 その他の包括利益累計額

利益剰余金資本剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額
合計

純資産合計

資本金

当期首残高

当期変動額合計

当期末残高

剰余金の配当

自己株式の取得

親会社株主に帰属する
当期純利益

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

1,001

1,001

4,184

4,184

12,152

△488

1,869

1,381

13,533

16,641

△488

1,869

△20

1,360

18,001

757

△195

△195

562

△23

△3

△3

△26

△0

1

1

1

733

△197

△197

536

17,374

△488

1,869

△20

△197

1,163

18,537

△696

△20

△20

△717

1株当たり
純資産
962円75銭

1株当たり
純資産
1,029円25銭

自己資本比率 （81.1％）
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連結キャッシュ・フロー計算書の概要（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
❶営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益①

減価償却費
のれん償却額
固定資産除却損
ゴルフ会員権評価損
投資有価証券売却益
賞与引当金の増加額
退職給付に係る負債（退職給付引当金）の減少額
持分法による投資損益（△は利益）

93
219
27
5

△54
26
△16
△190

2,780

110・・・・・・・・・・・

受取利息及び受取配当金
売上債権の増加額
たな卸資産の減少額
仕入債務の増加額
その他

△49
△429
199
136
71

非資金費用等による資金調達②

利息及び配当金の受取額
法人税等の支払額

その他による資金調達④

非
資
金
費
用
等

営
業
活
動
に
よ
る
資
金

そ
の
他

単位：百万円（切捨て）
❷投資活動によるキャッシュ・フロー

500
△2,756

80
57
△36
33
△26
△127
△20

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・ 　
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

有価証券の償還による収入
投資有価証券の取得による支出
投資有価証券の売却による収入
投資不動産の賃貸による収入
短期貸付による支出
貸付金の回収による収入
有形固定資産の取得による支出
無形固定資産の取得による支出
その他

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・

短期借入金の返済による支出
自己株式の取得による支出
配当金の支払額
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出

投
資
活
動

❸財務活動によるキャッシュ・フロー

（Ｃ）財務活動によるキャッシュ・フロ－

（D）現金及び現金同等物に係る換算差額

財
務
活
動

66
△414

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・
・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・

△347・・・・・・・・・・・・ 

現金及び預金の増減額（△は､減少額）（Ａ+Ｂ+Ｃ+D）

現金及び預金の期首残高　　　　　　　　　　　　（注）

（注）現金及び預金の期首・期末残高には、3ヶ月超の定期預金800百万円を含む。

△353
　　8,821

現金及び預金の期末残高　　　　　　　　　　　　（注） 8,467

△71・・・・・・・・・・・・・営業活動による資金調達③

小計（①＋②＋③） 2,819

（Ｂ）投資活動によるキャッシュ・フロ－

（Ａ）営業活動によるキャッシュ・フロ－（①+②+③+④） 2,472

△2,297

△24
△2

△488
△9

△525

△3
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平成27年度

開発型企業としての施策
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平成27年度 開発型企業としての施策／1

国内部門では、新たに群馬県高崎市と岩手県盛岡市に営業拠点を開設し、
南九州の鹿児島市に続いて地域密着型営業を推進しながら、お客様のニーズに対応すべく、

付加価値の高いオリジナル商材の幅広い提案を通じてシェア拡大を図るとともに、
異業種マーケットを含めた新規開拓に努めました。

国内での営業活動

札幌支社

金沢営業所

静岡営業所
名古屋支社

高松営業所
福岡支社 南九州営業部

大阪支社 東京支社

広島営業所

福岡支社

北関東支社

仙台支社

東日本物流センター

北関東支社 高崎営業部（新設）

西日本物流センター

仙台支社 盛岡営業部（新設）

▲FMラジオ局の
　飲酒運転撲滅活動
　に協賛

アルコール検知器「ソシアック」シリーズ▲

▲廃棄物を少なくするため、
　アルミボトルに変更した
　MT-10スーペリア

▲太陽光パネル等に施工する
　無機防汚コーティング剤「エクセルピュア」

▲FMラジオ局の

▲メーカー19社が連携し
　「アルコール検知器協議会」
　を発足

未施工 施工済

平成27年上半期に改良した

▲

　グラスコーティング ガードコスメ　

▲グラスコーティング ガードコスメSP

▲シリーズ最高品質の
　CPCプレミアムコーティング ダブルG

▲大阪モーターショーに出展
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平成27年度 開発型企業としての施策／2

海外部門では、北米市場での新しい販売チャネルの開拓、
アジア市場でのＰＢ商品の拡販に取り組み、

また、有望と見込まれる中国広州市に国内部門と連携して現地法人を設立し、
オリジナル商品の展開に努めました。

海外での営業活動

現地法人／CAPCO シンガポール

協力会社／韓国CTR 本社／日本

海外事業所／ドバイ 海外事業所／フィリピン

現地法人／CAPCO USA

海外事業所／インドネシア

新たに設立した現地法人
／中国・広州

協協
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▲お得意先のセントラル生産現場見学

▲エイスインターナショナルトレード株式会社

石川トヨペット株式会社 本社▲

平成27年度 開発型企業としての施策／3

グループ力の強化
　セントラル自動車工業株式会社では、当社主力商品の一つであるＣＰＣブランドのケミ

カル商品の生産が順調に推移し、商品の改善・改良への迅速な対応に加え、新たな商品

の生産に取り組みました。

　また、当社では第２四半期連結会計期間にグループ力および販売力の強化のため、持

分法適用会社である石川トヨペット株式会社の株式を追加取得するとともに、第３四半期

連結会計期間には商品開発力強化のため、パートナー企業であるエイスインターナショナ

ルトレード株式会社の株式を新たに取得し、持分法適用会社といたしました。
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平成28年度の目標



企業理念
世界のネットワークを通じて環境にやさしく、

安全と豊かなカーライフを創造して、社会に貢献する。

基本方針
1.
2.

3.

お客様の潜在ニーズを読み、期待を上回る新しい商品・サービスの開発を通じて需要を創造します。
全てのお客様・お取引先様への感謝の念を忘れず、徹底したサービス体制を通じて、
信頼とお役に立つ中央を目指します。
役員・社員の能力と生活向上を通じて、社会的責任を果たす開発型企業を目指し、
株主様には安定かつ高配当を継続いたします。

基本戦略
1.
2.

3.
4.

常に技術革新を追究し、お客様に感動頂けるオンリーワンの｢開発型企業｣を目指します。
経営資源を当社の強みの部門と、新しい事業開発に投下し将来の礎を築くと共に、
開発型企業の基盤を強化します。
徹底した現場訪問と情報収集の強化をはかり潜在ニーズの先取りをします。
教育体制の充実と共に役員・社員は自己成長に努めます。
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